増大する国家安全保障的見地からのネットワーク監視需要に応える

XXX社のデータ アナライザ
“合法的な通信傍受”および“不正侵入検知”機能が魅力、

世界各国の政府機関が同製品を購入
メルボルン、オーストラリア – 2003年1月28日（火）: XXX社(ナスダック:XXX)は本日、同社の製品であるAAA-AAデータ ネットワーク アナライザが合法的な通信傍受および不正侵入検知という二つの特別な機能を備えている、と発表しました。次世代ネットワーク対応のアナライザとして一年前に出荷された同製品は、イーサネットおよびPacket-over-SONET/SDHのデータ ネットワークに対応、2.5 Gbpsの回線速度までサポートしています。AAA-AAは、ユーザ定義のパラメータに基づいてパケット フローを捕捉・転送できる機能を備えており、数カ国の政府機関がこのほど国家安全保障上の見地から同製品の購入契約を結びました。

同社マーケティング担当副社長のジョン・BBB氏（データ ネットワーク サービス事業部）は「国家安全保障上の懸念が大きくなり、国防におけるテクノロジーの果たす役割はどんどん拡大している。わが社が重要なネットワーク監視および不正侵入の予防手段のソリューションを提供していることに誇りを感じる。われわれは拡大しつづける顧客のニーズに応えつつ、ニーズの先を読んで新しいネットワーク検査・管理アプリケーションを提供するために日夜努力している。AAA-AAは危機管理の時代のソリューションで、最先端の不正侵入検知能力によってデータを安全に保管し、情報をネットワーク攻撃から保護する」と語ります。

· 名称などは変更してあります。

（以下省略）
